
法然寺五重塔
　法然寺は、水戸光圀公の兄にあたる初代高松藩主松平賴重公が江戸時代初め（1688年）に四国讃岐に開いた寺院で、

極楽浄土をこの世に具現化した伽藍配置を持つ松平家の菩提寺です。五重塔建立という賴重公の夢を、法然上人が亡く

なってから800年目にあたる2011年に実現することを目標に現在施工中です。

　法然寺の歴史と伝統をふまえその理念である「開かれた寺院」を体現する環境づくりをテーマに、「おおらかでどっし

りとした五重塔」を合言葉にして計画しています。古より受け継がれてきた木造伝統様式に現代技術を加えた和様・総

桧造・本瓦葺の五重塔であり、その高さ（基壇上）を法然上人800年遠忌に合わせて800寸（24.24ｍ）に設定しています。

ライトアップ
　演出効果と長寿命を考えて光色可変ＬＥＤ照明を採用しています。ＬＥＤを縁に取付けることにより塔身を光らせ、

組物を強調して見せることができます。

建築主　：宗教法人法然寺

所在地　：香川県高松市

建物用途：五重塔

構　造　：木造

最高高さ：25.04ｍ

竣　工　：2011 年 2 月（予定）

設　計　：大成建設株式会社一級建築士事務所

　　　　　＜建築＞米原芳男、松尾浩樹

　　　　　＜構造＞佐藤芳久、森田仁彦

　　　　　＜設備＞堀雄二、宮本敬介

　　　　　＜電気＞堀雄二、林幸広　　　　　　　　

施工の流れ→

01 原寸図作成 02 心柱加工検査 03 木材加工場 04 初重側柱建て方 05 立柱式準備 06 壁板取付 07 初重全景

08 肘木取付 09 鬼斗取付 10 二重四天柱建て方 11 尾垂木取付 12 丸桁取付 13 柱盤受け取付 14 軒支輪取付

15 隅木取付 16 木負、地垂木取付 17 茅負、飛檐垂木取付 18 茅負継手 19 茅負反り 20 桔木取付 21 二重腰貫取付

22 母屋取付 23 屋根下地土居葺 24 心柱継手 25 五重左義長柱 26 五重隅木取付 27 五重縁取付 28 上棟式

29 本瓦葺 30 隅棟鬼瓦取付 31 相輪取付 32 相輪取付 33 初重幣軸取付 34 初重須弥壇と心柱 35 足場解体

答え:心柱


